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【緒言】有機エレクトロニクス研究は、フレキシブルからプリンテッド、ストレッチャブル、そ

して最近ではウェアラブルエレクトロニクスへと進化し、医療・ヘルスケア分野での活用が期待

されている。以前本研究室では、ポリ（3,4-エチレンジオキシチオフェン）／ポリ（4-スチレンス

ルホン酸）（PEDOT/PSS）とポリグリセリン（PG）を組み合わせることで、伸縮性と高導電性を

あわせ持つ伸縮性電極（PEDOT/PSS/PG）の作製に成功している。また、イオン液体／ポリウレ

タン（IL/PU）エラストマーに応用することで、ソフトアクチュエータを開発している 1,2。本研究

では、PEDOT/PSS/PG/IL/PU素子を用いたフレキシブルセンサについて検討した。 

【実験】本研究室で合成した PEDOT/PSS 水分散液と PG の混合液を、IL/PUエラストマー上にス

プレー塗布することで伸縮性電極を作製した。ポテンショスタット（HAL3001, 北斗電工）と引

張試験機（EZ-TEST, 島津製作所）を用い、1 V印加しながら 50%繰り返し伸長した際の抵抗値を

測定した。その際の電極表面を

光学顕微鏡（BH2-UMA, オリン

パス）で観察した。 

【結果と考察】Fig. 1 に、素子

を 50%繰り返し伸長した際の

抵抗値変化を示す。素子は 50%

延伸しても断線せず、抵抗値が

可逆的に変化することがわか

った。これは、すべての導電パ

スが切れているわけではなく、

一部繋がった状態を保持して

いるためと考えられる。実際、

Fig. 2の電極表面の顕微鏡写真

から、延伸時にクラックは生じ

るが、その幅や長さは短く導電

パスが残っていることがわか

った。得られた実験結果から、

PEDOT/PSS/PG/IL/PU 素子はフ

レキシブルセンサとして使用

可能であることが明らかになった。 
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Fig.2 Optical micrographs of the PEDOT/PSS/PG/IL/PU flexible sensor before

stretching (a), under stretching by 50% (b), and after stretching (c).
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Fig.1 Photograph and changes in the resistance by stretching the

PEDOT/PSS/PG/IL/PU flexible sensor by up to 50% (a) and relation between
resistance and strain of the flexible sensor (b).
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